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ラー マー ヌジ ャに おけ る アー トマ ンの直証

木 村 文 輝

1.Ramanujaの 救 済思想に よれば,解 脱を獲得するためにはkarma-yoga

の 実 践が必要であ る。す ると,そ こに内包 され てい るj負ana-yogaも 同時 に実践

され,そ れ によって行為 に関与す る ことな く存在 してい るatmanが 瞑 想され る。

そ して,そ の二つのyogaを 成 就 した者は 「知識の確立 した者(sthitaprajna)」 と

な り,atmanを 直 証(avalokana)す る 。つ ま り,身 体か ら離れたatmanの 真

の姿を明瞭 に見 るの であ る(L53)。 だが この時,atmanが 有 す るも う一つの側

面,す なわ ち神のsesa(従 属者)と してのatmanの 姿 は直証 の対象 にな らない。

それ は,そ の後神の真相が直観 され る時 に初 めて直証 され る ものである。

この よ うに,Ramanujaはatmanの 直 証を大 き く二つ の次元 に分 け て い る

(便宜上,前 者の次元を 「低次の直証」,後 者のそれ を 「高次の直証」 と呼ぶ)。 その各 々

の次元 における直証が如何な る特徴を有 してお り,彼 の救済理 論の中で どの よ う

に位置 づけ られ てい るの か。本稿は,こ れ ら の点をBhagavad-gitoに 対 す る彼

の 『注釈』に もとつい て考察す る ことを 目的 とする ものである。

皿.ま ず始 めに,低 次 の直証を概観 しよ う。 この段階 における最 も基 本的な

事柄は,知 識を 唯一 の形態 としているatmanの 真 の姿を直証 し,atmanがpra-

krtiと は 別の存在 であ ることを認識す ること,す なわち,prakrtiか らなる身体

をatmanだ とみなす迷 妄を取 り除 くことであ る。

す ると,こ の迷妄 の故 にprakrtiが 生 み出 していた潜勢 力(vasana)が 止 滅す

る。潜勢 力 とは,atmanを 身 体 と結び付けて迷 妄を生 『じさせ る原因で あ る と と

もに,atmanを 行 為の実践に駆 り立て る原 因で も あ る(V.14-15)。 そ れ故,潜

勢力が止滅す ると,atmanが 再 び身体 と結び付 くことも,atmanが 行 為 に執着

す ることもな くなる。そ の結果,atmanを 輪 廻に束縛す る業(barman)は 新 たに

生 じな くな るの であ る。

この ことは,i換 言すれ ば低 次の直 証を獲得 したatmanが,潜 勢力を生み出す

prakrtiや そ の構 成要素であるgunaと の 接触を,完 全に断 ち切 った ことを意味

してい る。事実,Ramanuja自 身 もその ことを 明記 してい るの である(XN.20)。
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だ が,atmanの 直 証 を もた らすkarma-yogaは,欲 望 の原因 であるrajasと

無 知蒙昧 の原因 であるtamasと を 鎮め,atmanの 直 証 の原 因であるsattvaを

増 大 させ るとい う作用を有す るものである(XN.17-19)。 したが って,karma-yoga

が 成 就 した時に,atmanは 今 だsattvaと 結 び付いてい るの であ る。

だ とすれば,atmanがgunaと の 接触を断つ ため に は,karma-yogaの 実 践

だけでは不十分なはずであ る。そのために,Ramanujaは 神 の もとに庇護 を求 め

るとい う態度,す なわ ちprapattiが 不 可欠 である こ と を後に示 し て い る(XN.

26-27)。 しか も,彼 は別 の箇所 で,潜 勢 力の除去 とatmanの 直 証 とは,karma-

yogaの 実 践 に よって喜 悦させ られ た神が,自 らの恩寵に よってatmanに 授 け

る もの であ るとも述べ てい る(皿.9)。

そ こで,以 上の事柄を整理す ると,次 の よ うに理解す ることが で き る で あ ろ

う。すなわち,karma-yogaに よ ってrajasとtamasと が 鎮め られ,sattvaの

み が独 占的 な地位を 占め た時,karma-yogaとprapattiと に よ って喜悦 した神

が,恩 寵に よってatmanか ら一切 のgunaと そ れ にもとつ く潜勢 力 とを 引き離

す。す ると,prakrtiか ら離れたatmanの 真 の姿が直証 され,atmanを 輪 廻 の

中に束縛す る業 の支配か ら,atmanは 解 放 され る こと に な る。 その結果,過 去

世以来積み重ね てきた業を使い果た した後 に,そ のatmanは 輪 廻か ら解放 され

るとい うことが,こ の時点 にお いて既 に確実に なるのである。

III.さ て,こ うして業の支配か ら解放 されたatmanは,業 の影響 を受けな

い とい う点におい て,神 との同質性を獲得す る 何.33)。 しか も,atmanと 神 と

は完壁 な知識を有す る とい う点 において も同質 である(VI.31)。 それ 故,低 次の直

証を獲得 した者 は,い かな る時であれ,全 てのatmanの 中 に神 との同一性 を認

識す る ことがで きる よ うにな るのであ る(W.31-32)。

だ が,そ の際 に神 のsesaと してのatmanの 姿 が直証 され るとい うこ とは,

J切 記 され ていない。 のみ ならず,『 注釈』の中 でkarma-yogaと 低 次の直証 と

に関す る事柄 のみを論 じてい るVI章 までの部分や,神 を念想せずに 「atmanを 念

想す る者」 につ いて説い て い る幾つか の箇所(XII.3-5等)で は,atmanが 神 の

§esaと い う姿を有 してい ることさえ も,述 べ られ てい ないの であ る。

一方
,『 注釈』 のVII章以 降 において神の真相が 説かれ る よ うに な る と,atman

が 神 のsesaと い う姿を有す る ことは繰 り返 し述べ られ るよ うにな る。そ の上,

そ うした姿のatmanの 直 証,す なわ ち 高次の 直証を行 うためには,atmanを

自 らのsesaと し て有している(resin)神 の真相が 明瞭 に直観 され ていなけれ ば
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ならないことも説かれている(孤1-27)。 したがって,神 のsesaと してのatman

の直証とは,atmanを 自らのSesaと して有する神の真相の直観だと換言する

ことができるであろ う。

また,prakrtiの 束縛から完全に解放された状態にあるatman,す なわち低次

の直証を達成したatmanは,神 のsesaで あることのみを喜びとする者 として

瞑想され るべきことが示されている(皿.22)。 これ に よって,低 次の直証の完成

は,高 次の直証の前提をなしていることが明らかであろ う。

更に,神 の真相を直観することによって,高 次のbhaktiの 生起を妨げる一切

の罪過は取 り除かれる(x.3)。 のみならず,高 次の直証を獲得した者は,自 らを

sesaと して有している神に対する無上の愛しさを覚},瞬 時た りとも神から離

れていることに耐えられないようになる(皿.18)。 故に,彼 の中に は神に対す る

高次のbhaktiが 自ずから生ずることになるのである(XII.11)。 言い換えれ ば,

神の真相の直観とともに生ずる高次の直証は,解 脱を獲得するための直接的な手

段である高次のbhaktiが 生起するための原因をなしているのである。

それに対して,低 次の直証ではsera-resinと い うatmanと 神との関係が全

く把握されていない。しかもそ こでは,atmanと 神とが同一性を有する別々の

存在として認識されているにすぎないのである。それ故,高 次のbhaktiが 低次

の直証にもとついて生起することはあり得ない。

だからこそ,低 次の直証を行 う者を高次の直証を行 う者と比較すると,前 者は

「恰も須弥山と比べた時の辛子種の如 く」に劣った者だと述べられる程(VI.47),

両者の間には決定的な次元の相違が存在するのである。それ故に,Ramanujaは

低次の直証の中に高次のそれを含めることをあえて拒否したのである。

IV.で は,低 次の直証と高次の直証とを隔てている原因は何か。言いi換}れ

ば,atmanをsesaと して有する神の真相を覆い隠しているものは何か。

Ramanujaに よれば,神 は 「神の本然的な姿の隠蔽」を作用 とす るmayaを

自ら有し,そ れによって自らの真相を一切の生類の前から隠している(孤.14)。も

っとも,こ のmayaと は 「無明(avidya)」 を意味するものでは な く,直 裁には

g叫aか らなるprakrtiの こ とであ る(ibid.)。 したがって,そ れは潜勢力と同

様iに,gunaか ら構i成されたものなのである。しか も,mayaを 渡 り越えるため

の手段として示されているのは,低 次の直証を獲得する際に,既 に不可欠である

と説かれていたprapattiに 他ならない(ibid.)。

それでは,な ぜprapattiに よって潜勢力が止滅され,低 次の直証が獲得され
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た時に,神 の真相は同時に直観されないのであろ うか。

残念ながら,こ の点に対する明確な回答を 『注釈』の中に求めることはできな

い。ただし,迷 妄をもたらす潜勢力としてのgunaは,atman自 身が行った行

為にもとついて生 じたものである。他方,神 の真相を隠している神のmayaと し

てのgunaは,神 が世界の創造を行 うために自らの意志に従って生み出したもの

である(x.14)。 故に,二 つのgunaは 生起の由来をそれぞれ異にしてい る。そ

こで,次 のような推測を導 くことは可能であろう。すなわち,karma-yogaの 実

践とprapattiと に対する神の恩寵によって,ま ず前者のgunaが 除去されて低

次の直証が成立する。そして,そ の直証を成就した者に神は新たな恩寵を授け,

それによってmayaと してのg叫aが 除去され る。その結果,神 の真相が顕現

して高次の直証が成立し,更 には高次のbhaktiも 生ずることになるのである。

つまり,成 立の根拠が異なる二つのgunaは,そ れが取 り除かれるためにも別々

の機会を必要とすると考えることができるのである。

V.Ramanujaに よれば,atmanは 本来prakrtiと は別の存在である。だ

が,無 始なる時以来atmanはprakrtiか らなる身体と結び付いている。そのた

めに,身 体 こそがatmanだ とい う迷妄に陥 り,そ れが原因 となってatmanは

輪廻の中に束縛されている。それ故,迷 妄が払拭された時,輪 廻への束縛:の原因

は消滅する。つま り,prakrtiか ら完全に離れたatmanの 真の姿が直証された

時に,そ のatmanは いずれ輪廻から離脱するとい う確証を,既 に輪廻の中で手

に入れるのである。

だが,そ れのみでは真の解脱,つ まり神の もとへの到達を獲得することはでき

ない。何故なら,prakrtiか ら離れたatmanの 姿を直証した者にとつて,神 の

mayaが 恩寵によって取 り除かれることが次に必要だからである。それによって

神の真相を直観し,神 の §esaと してのatmanの 姿を直証した者のみが,そ の

時生ずる高次のbhaktiに よって解脱を獲得できるのである。

このように,atmanを 直証した者は,輪 廻の原因と神の真相を くらませる原因

から順次解放されることになる。故に,atmanを 直証し,高 次のbhaktiを 獲得

した者にとって,、解脱の妨げは最早存在しないと言 うことができるのである。

『注釈』 : Ramanuja's Bhasya ad Bhagavad-gita, ed. by S.G.S. Sadhale, The Bhaga-

vad-giita with Eleven Commentaries, 2nd ed., Bombay, 1938.

なお,本 文中における()内 の番号は,同 書における箇所を示している。

〈キ ー ワー ド〉 Ramanuja, atman の直証, vasana, maya (名古屋大学大学院)
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